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│ 近刊短評

料も多数。さてドイツ語訳は出ている

のだろうか。／Ⅱ　李琴峰『彼岸花が

咲く島』（文藝春秋、2021年）。台湾

出身の作者（1989年生れ）が日本語

で著した芥川賞受賞作。井上ひさし

の『吉里吉里人』（新潮社、1981年）

のような、中央語に対する地方語の復

権（もしくは独立）という二項対立を

軸にしたかつての作品とは異なり、架

空の島（与那国？）を舞台にした本

書では、〈ひのもとことば〉、〈ニホン

語〉、そして〈女語〉の三言語が飛び

交う。しかもそれらは、互いに覇を競

い合う関係にはない。興味深い仕掛け

であり、李の視線の先にある光景は、

かつての作家たちのそれとは明らかに

異なる。／Ⅲ　同時多発テロから20
年が経つ。しかし、キューバにあるグ

アンタナモ米軍基地内の施設には、今

もまだ、テロリストの疑いをかけられ

た多くの人たちが、裁判にかけられる

こともなく勾留され続けている。彼ら

の尋問に際し、拷問が行われていたこ

とを知って構想された楽曲、それが 
Max Richter, Voices（Decca, 2020）

（YouTubeでも視聴可）。リヒターは、

広く募って得られた世界人権宣言の朗

読録音の人の声と、管弦楽器の奏でる

音との融合を図る。全体の構成は、最

終の第10楽章に主題（Mercy）が置

かれ、先行する楽章はすべてその変奏

曲という異色ぶり。Voicesは、希望を

捨てず、ひたすら声掛けをして祈りつ

づける清澄な楽曲。その声がその音が、

アフガンをはじめ、権力にしがみつく

者たちの怒声や銃声の音に、どうかか

き消されたりしませんように。

 （林正寛）
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